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＜実測データ＞

6面全体が電波吸収体に囲まれた電波無反射

室内に，アンテナとそれに対向するように金属

反射板を設置し，その電界強度(V/m)は，アン

テナ中央をとおる金属反射面の法線上を2cm間

隔で，電界センサを移動させることにより測定

した．

よって，シミュレーション結果との比較も，

この法線上での電界分布により行うこととした．

図２にそれぞれの電界の変動を示す．この図

から分かるとおり，両方とも約30cmの周期で

電界強度が変動しており，シミュレーション結

果が実際の現象とほぼ一致していることが確認

できた．

a)シミュレーション

b)実測

図２ 電界強度変動の比較

一次元的にではあるが，シミュレーションと

実測結果にほぼ良い一致を得たので，このシミ

ュレーションプログラムを用いリバブレーショ

ンチャンバー内の電磁界の変動を解析すること

とした．

2項で使用したシミュレーションプログラムの

境界条件を6面無反射から6面全反射に変更する

以外は，アンテナの設置位置等の条件を同一と

した．

6面を全反射とすることにより，無反射の場合

と比較すると，明らかに高い電界強度が得られ

ることが確認できた．

さらに，効率よく電界強度を高める条件を確

認するために，リバブレーションチャンバー内

に金属製の羽根を設置し，回転させた場合の効

果について検討した．検討するに当たり，電磁

波反射用の羽根は，解析を行っているXY平面と

直交する形で設置し，約20μsで1周する条件と

した．

羽根の有る場合と無い場合の，約1μs後の電

界分布強度を図３，４に示す．

両者を比較すると，羽根を設置した場合の方

が，電界強度が大きくなっていることが確認で

き，場所によってはその差は，数十倍程度とな

っている．このことより，反射用の羽根を設け

ることにより，大きな電界を発生させることが

できる可能性を得た．また，今回シミュレーシ

ョンした時間の範囲では，時間と共に電界強度

は増加する傾向にあったが，さらに長い時間シ

ミュレーションを行った場合には，電界強度が

どのように変動するのかについても，今後検討

を行う．

図３ 電界分布（反射板なし）




